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実施

地下水浄化施設の廃止 達成度 ○

具
体
的
取
組
み
結
果

平 成 22 年 度 －
数値目標
進捗状況

－

平 成 23 年 度 －
数値目標
進捗状況

－

　長沼地区の有機塩素系化合物による地下水汚染対策として、地域の事業者からの
寄付等により平成１１年度から地下水浄化施設５施設を設置し、揚水ばっき方式によ
る浄化を行ってきました。その後、地下水の濃度変化などから浄化施設によらない自
然浄化等に移行できる見通しが立ったため、平成２４年度末をもって４施設を廃止し
ました。（平成２５年度に１施設を廃止します。）
　なお、自然浄化の効果を確認するため、モニタリングを継続していきます。

数値目標
進捗状況

    1,383千円
（△5,578千円）

平 成 26 年 度 －
数値目標
進捗状況

－

平 成 24 年 度

平 成 25 年 度
  平成25年度に残りの1施設を廃止し、全ての施設(5施設）を廃止しました。
今後も自然浄化の効果を確認するため、モニタリングを継続していきます。

数値目標
進捗状況

    824千円
（△6,137千円）

工

程

表

項 目

浄化施設の廃止（4施設）

浄化施設の廃止（1施設）

行政改革推進プラン取組項目　進行管理台帳

大 項 目
再掲

中 項 目

    1,050千円

（△5,911千円）

項 目 名 所 管 課

取組内容

　長沼地区の有機塩素系化合物による地下水汚染については、水質調査の結果、汚染物質などの挙動から微生物による自然浄化等に移行で
きる見通しがたったため、地下水浄化施設５施設を廃止します。

環境局

環境規制課

目 標

経費の削減 6,961千円


